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＜連絡事項＞

· 奥利　うめ様～①ラシックス（利尿剤）（40）2T　2×1（朝・昼）

　　　　　　　　　　アスパラK（利尿薬）　4T　2×1（朝・昼）

②アルダクトンA（利尿剤）（25）2T　2×1（朝・昼）

以上、両下肢の浮腫が継続して見られているため、一週間継続処方となっています。

· Ｃ・Ｄユニットのおやつですが、Ａスタッフオフィスの冷蔵庫の中にもありますので忘れずに提供しましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 佐々木　喜代治様～６/７胸部Ｘ線にて肺炎が悪化しているとの所見。

　　　　　　　　　　　　　　↓ケアとして

嚥下障害の改善　　①摂食時状況の更なる把握。（ゆっくりと摂取して頂く）

　　　　　　②水分補給時にトロミアップを使用する。（飲水時のむせこみが多い）

　　　　　　③身体管理の徹底。（バイタル測定、呼吸苦、喘鳴の有無などの確認）

　　　　　　④食後30分から1時間はホールで過ごして頂く。（嚥下の防止）

　　　　　　⑤口腔ケアを確実に行なう。

　　　　　　⑥安静に過ごして頂く。

· 橋本　万様～下肢の筋力低下が著しく自力にて立位や歩行が出来ない状態。就床中も尖

　　　足傾向見られている。

　　　　　　　　　　　　　　↓目標として

1 自力で足を動かす事ができる。

・他動運動にて下肢の筋力アップ（足挙げ運動等を負担にならない程度に10回位から始める）

・依存傾向な為、焦らず時間を掛け運動の必要性を説明し理解していただく。

2 尖足を予防する。

・寝具を利用して尖足予防をする。

・足首の他動運動をする。

＜嚥下障害のついて勉強会＞

１・嚥下障害とは･･･水や食べ物を飲み込めなくなったり、肺のほうへいってしまうような事をいう。

※嚥下･･･飲み込む事。摂食･･･食べる事。

２・原因･･･①器質的原因：腫瘍やその手術後、炎症などにより飲み込む時に使う舌や喉の構造そのものが障害されている場合。

　　　　　例　（咽頭炎、口腔・咽頭腫瘍、食道列孔ヘルニア）

　　　　　　②機能的原因：構造物の形には問題が無くても、それを動かす神経・筋肉などに原因がある場合。

　　　　　例　（脳血管障害、多発性硬化症、パーキンソン病、頭部外傷、脳腫瘍）

　　　　　　③心理的原因：心理的原因が関与している場合。

　　　　　例　（認知症、心身症、うつ病、うつ状態）

３・食事の体位･･･①体幹３０度仰臥位をとる。

　　　　　　　　②頚部を屈曲させる。

　　　　　　　　③麻痺がある場合は麻痺側の肩に枕をあてがい、やや健側を下にした軽度側臥位にする。

　　　　　　　　④介助者は健側に立つ（健側から介助することで、患者様の注意を食事に集中させることもできる。）

４・口腔ケアについて･･･嚥下障害がある患者様は口腔内に食べ物が溜まりやすく、また、

　　　　　　　　　　　義歯を使用している患者様も上下の間に挟まっている事も多いです。このような状態が続くと細菌が繁殖して、歯や歯茎には歯垢がつき、舌には舌苔がつき粘膜は炎症を起こします。また、嚥下性肺炎の要因となる事も多いです。

　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　食前と食後の口腔ケアは必要である。

口腔ケアの注意点

· 小さな食物が舌や歯、歯茎に残りやすいので、口の中までしっかり観察し行なう。

· きちんとブラッシングをする。

· 意識障害やうがいが困難な患者様へは口腔清拭を行なう。

他、資料参照

· 嚥下障害のある患者様

勝山正敏様　戸賀沢庄治様　根市己左男様　吉田正太郎様

佐々木喜代治様　大島定美様　　他、パーキンソン病の患者様は注意して観察していきましょう。

